
教　科 科　目 3 単位

使用教材

学期 予定時数

３
学
期

令和３年度　　　年間授業計画

単元・指導内容（章・節・項）

１
学
期

２
学
期

国語総合

東京都立科学技術高等学校

国語

現代語練習帳ことのは、体系古典文法、国語便覧

授業担当者

精選国語総合（東京書籍）

１学年

具体的な指導目標

訓読の基本

故事成語「推敲」

寓話「塞翁が馬」

使用教科書

評論「水の東西」

小説「城の崎にて」

古文入門

古文「児のそら寝」

古文「絵物師良秀」

小説「羅生門」

評論「真の自立とは」

目標
基礎的な語彙・文法の習得を図るとともに、資料を活用して自分の意見をわかりやすく
表現する能力の育成、他者の意見を的確に理解し、要約する力など、論理的な表現力の
育成に重点を置いた指導を行う。

評価の観点・方法

・定期考査

・小テスト

・提出物

42

・定期考査

・小テスト

・提出物

・定期考査

・小テスト

・提出物

21

【読むこと】
表現に即して評論を読み、本文の内
容を的確に理解する。

【書くこと】
本文を読んで考えたことをまとめ
る。

【伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項】
・歴史的仮名遣いを正しく音読でき
る。
・用言について、活用の種類と活用
形を判別できる。

【読むこと】
内容や表現に注目し、その効果を指
摘することができる。

【書くこと】
根拠を示して自分の意見を主張する
文章を書くことができる。

【伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項】
漢文の基本的な訓読方法を理解し、
正確に現代語訳することを通して、
日本語の意味表現のしくみを理解す
る。

【読むこと】
登場人物の心情を理解し、場面に即
して主題を読み取ることができる。

【書くこと】
根拠を示して自分の意見を主張する
文章を書くことができる。

【伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項】
古文の助動詞を正確に現代語訳する
ことを通して、日本語の意味表現の
しくみを理解する。

42


